
　

「
総
合
的
な
学
習
の
時
間
」
に
お

け
る
進
路
学
習
の
一
環
と
し
て
、
2

年
生
を
対
象
に
開
催
さ
れ
た
。
同
窓

生
の
方
々
に
講
師
を
お
願
い
し
、
5

回
目
の
実
施
と
な
っ
た
。

　

講
師
が
本
校
Ｏ
Ｂ
と
い
う
こ
と
も

あ
り
毎
年
好
評
で
、
今
年
も
満
足
度

の
高
い
講
演
会
と
な
っ
た
。
以
下
は

生
徒
の
感
想
で
あ
る
。

◦�

失
敗
や
挫
折
の
繰
り
返
し
の
末
、

成
果
が
得
ら
れ
る
こ
と
を
知
っ
た
。

◦�

人
と
人
の
ち
ょ
っ
と
し
た
出
会
い
が
自
分
の
未
来
を
左
右

す
る
こ
と
が
あ
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ
た
。

◦�

大
切
な
こ
と
は
、
小
さ
な
努
力
の
積
み
重
ね
で
あ
る
。

◦�

人
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
こ
と
の
大
切
さ
を
知
っ
た
。
後
悔

し
な
い
よ
う
、
失
敗
を
恐
れ
ず
挑
戦
し
て
い
き
た
い
。

⒂

OB講師の紹介と講演内容（卒年順）
氏　　名 卒年 所　属 演　　　題

徳田　雅明 昭和46年卒 香川大学医学部教授 地方から世界へ発信：希少糖
で世界を健康に

藤木　茂彦 昭和46年卒 株式会社丸五専務取
締役 広い世界に飛び出そう

石原　達己 昭和55年卒 九州大学工学部教授 これからの工業化学教育
－みなさんに期待すること

中村麻里子 昭和55年卒 岡山県立美術館主任
学芸員

展覧会の企画から開催まで
特別展・長谷川等伯と雪舟流
の場合

則武　　透 昭和55年卒 弁護士 弁護士とはいかなる職業か？
多田千香子 平成１年卒 「おやつ新報」主宰 迷ったらGo！

大村　祐加 平成２年卒 岡山赤十字病院薬剤
部 医療現場での薬剤師の仕事

山本麻祐子 平成６年卒 フジテレビアナウン
サー 好きなことを仕事にする

落　　勇樹 平成12年卒 タタコンサルタンシー
サービシズジャパン

自分の心との対話の先に道を
見出す
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ャ
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演
会

平
成
24
年
３
月
19
日
㈪

　

平
成
23
年
度
の
学
校
経
営
予
算
に
は
事
業
計
画
を
プ

レ
ゼ
ン
発
表
し
て
競
う
「
プ
レ
ゼ
ン
枠｣

が
設
け
ら
れ

た
。
本
校
も
校
長
自
身
が
プ
レ
ゼ
ン
発
表
し
、
応
募
校

23
校
中
か
ら
選
ば
れ
、
満
額
２
０
０
万
円
で
の
実
施
と

な
っ
た
。A
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H
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と
称
さ
れ
る
こ

の
事
業
は
、
科
学
に
対
す
る
視
野
や
幅
広
い
教
養
を
も

つ
生
徒
の
育
成
や
、
国
際
的
な
研
究
者
と
し
て
の
素
養

を
修
得
、
学
校
内
外
の
生
徒
間
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
育
成

の
た
め
に
、
大
学
と
連
携
し
た
講

演
会
や
実
習
の
実
施
、
海
外
の
高

校
生
と
の
交
流
や
プ
レ
ゼ
ン
発
表

会
の
開
催
、
各
種
コ
ン
テ
ス
ト
等

へ
の
参
加
な
ど
の
事
業
を
行
っ

た
。
と
く
に
大
阪
大
学
名
誉
教
授

菅
滋
正
氏
（
昭
39
卒
）
に
は
英
語

に
よ
る
科
学
講
座
を
３
度
に
わ
た

っ
て
講
義
し
て
頂
い
た
ほ

か
、
大
型
放
射
光
施
設

SPring-8

や
大
阪
大
学
の

見
学
・
実
習
に
も
骨
を
折

っ
て
頂
い
た
。

　

今
年
度
は
昨
年
度
の
取

り
組
み
を
継
承
し
、
学
校
経
営
予
算
を
重
点
枠
で
獲
得

し
て
、グ
ロ
ー
バ
ル
人
材
の
育
成
に
重
点
を
お
い
た「
英

語
で
理
数
」
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
上
野
健
爾
京
都

大
学
名
誉
教
授
に
よ
る
英
語
に
よ
る
数
学
講
義
や
、
英

語
に
よ
る
理
科
・
数
学
の
授
業
の
実
施
、
英
語
デ
ィ
ベ

ー
ト
大
会
へ
の
参
加
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
昨
年

に
引
き
続
き
菅
氏
に
も
講
義
を
お
願
い
し
て
い
る
ほ

か
、
板
野
和
彦
氏
（
昭
46
卒
）
の
尽
力
で
、
早
稲
田
大

学
教
授
瀬
川
至
朗
氏
（
昭
48
卒
）
な
ど
各
界
で
活
躍
す

る
方
々
の
講
演
会
が
都
合
６
回
企
画
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
来
年
３
月
に
は
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
で
の
海
外
研

修
も
予
定
さ
れ
て
い
る
。

朝
日
高
校
の
新
し
い
取
り
組
み

　

宮
原
さ
ん
（
現
在
２
年
生
）
は
、

双
子
の
姉
。一
人
で
い
る
と
必
ず「
も

う
１
人
は
？
」
と
聞
か
れ
る
。
呼
ば

れ
る
時
は
い
つ
も
「
綾
ち
ゃ
ん
萌
ち

ゃ
ん
」
と
ひ
と
く
く
り
。
も
ち
ろ
ん

妹
の
萌
さ
ん
と
は
仲
が
い
い
。で
も
、

な
ぜ
一
緒
に
さ
れ
て
し
ま
う
の
？

　

今
回
の
題
材
を
決
め
る
と
き
、
日

頃
抱
え
て
い
る
そ
ん
な
悩
み
を
人
に

伝
え
た
い
と
い
う
気
持
ち
と
同
時

に
、
社
会
的
問
題
に
ま
で
広
げ
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
思
っ
た
そ
う
だ
。

　

ス
ピ
ー
チ
の
題
は
「Being�a�

T
w
in

」（
双
子
で
あ
る
こ
と
）。
双
子

で
同
じ
環
境
で
育
っ
た
の
で
、
声
も

顔
も
多
少
の
好
き
嫌
い
も
似
て
い
る

け
れ
ど
個
性
に
は
違
い
が
あ
る
。
双

子
と
い
う
問
題
に
か
か
わ
ら
ず
、
国

や
人
種
な
ど
の
先
入
観
や
思
い
込
み

で
個
人
を
決
め
付
け
ず
、
一
人
一
人

を
ち
ゃ
ん
と
見
て
ほ
し
い
と
訴
え
た
。

　

中
国
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
で
は
２
位
だ

っ
た
。
審
査
員
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
求

め
、
全
国
大
会
に
は
文
の
構
成
を
変

え
て
挑
ん
だ
。初
め
て
の
全
国
大
会
、

初
め
て
の
東
京
。「
ど
の
人
の
ス
ピ
ー

チ
も
本
当
に
素
晴
ら
し
く
て
焦
っ

た
」
が
、
緊
張
は
し
な
か
っ
た
。
自

分
の
ベ
ス
ト
を
尽
く
し
た
い
、
全
国

か
ら
集
ま
っ
た
人
た
ち
に
聞
い
て
も

ら
い
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
強
か
っ

た
と
い
う
。

　

こ
の
大
会
で
最
優
秀
を
獲
得
し
た

こ
と
に
よ
り
宮
原
さ
ん
は
、「
高
校
生

外
交
官
」
に
選
ば
れ
て
、
夏
休
み
約

３
週
間
の
日
程
で
渡
米
。
ペ
ン
タ
ゴ

ン
や
国
務
省
な
ど
の
政
府
機
関
や
米

国
企
業
な
ど
を
訪
問
。
ま
た
、
ア
メ

リ
カ
の
高
校
生
と
互
い
に
、
高
校
生

の
視
点
か
ら
見
た
自
国
に
つ
い
て
の

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。

こ
の
ツ
ア
ー
で
「
知
っ
て
い
る
こ
と

と
、
深
く
理
解
す
る
こ
と
は
全
然
違

う
」
と
い
う
こ
と
を
実
感
。
さ
ら
に

参
加
者
全
員
が
「
志
が
た
か
く
、
明

確
な
目
標
や
将
来
の
夢
を
持
っ
た
人

た
ち
ば
か
り
」
で
彼
女
に
大
き
な
感

動
を
与
え
た
そ
う
だ
。

　

宮
原
さ
ん
は
、
身
振
り
手
振
り
を

交
え
た
表
情
豊
か
な
輝
く
目
で
こ
う

締
め
く
く
っ
た
。

「
こ
の
体
験
で
大
学
の
そ
の
先
の
そ

の
先
―
―
自
分
が
ど
の
よ
う
に
活
躍

し
た
い
か
―
―
が
見
え
て
き
た
よ
う

な
気
が
す
る
し
、
そ
れ
を
考
え
る
こ

と
が
苦
に
な
ら
な
く
な
り
、
希
望
が

持
て
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
後
輩

た
ち
に
も
ぜ
ひ
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
ほ

し
い
で
す
！
」

第
５
回
全
国
高
等
学
校
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で

１
年
生
の
宮
原
綾
さ
ん
が
最
優
秀
賞
！

　

平
成
23
年
度
、
岡
山
朝
日
は
全
国
制
覇
を
２
度
成
し
遂
げ
た
。
昨
年
夏
囲
碁

将
棋
部
女
子
団
体
で
優
勝
、
今
年
２
月
英
語
ス
ピ
ー
チ
コ
ン
テ
ス
ト
で
最
優
秀

の
文
部
科
学
大
臣
賞
を
受
賞
。
快
挙
で
あ
る
。


